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【目的】
米の生産調整は､米から他作物-と誘導する転作として進められてきた｡転作が進まず
農地が荒廃していく集落もある一方､水田汎用化を目的とする基盤整備の実施により生産
構造を変えて米以外の作物を拡大した集落も存在する｡このような集落に着目して実態と
課題を明らかにし､担い手と地域農業の関係性を考慮した農地利用の継続方策や荒廃農地
となった土地の再生方策を検討し､中山間地域における農地利用再生の課題と山村集落の
展望について提言することを目的とする｡
【方法】
最上町内において農産物の生産や土地利用形態の異なる集落を選定して､戸別所得補償
制度のもとでの転作作物の作付販売状況､土地利用型農業の収益状況と交付金の支払状況
等を集落ごとに整理し､どのような畑地利用を行い､収入に結び付けているか等を把握す
る｡
また､平成24年度｢人･農地プラン(地域マスタープラン)｣作成に向けて､居住する
集落でどのような課題･問題を抱えているかを明らかにするため､実施した調査データを
用いて農家の経営意向を明らかにする｡この回答などをもとに対象集落の現状を把握し､
5年程度先の農業経営と担い手･後継ぎ等の状況を展望する｡
【分析結果】
選定した4集落の課題を整理すると､ ①米生産水田を畑地化し､集落全体でそばの団地
化を取組み､ほとんどの農作業を委託することで農地を保全しようとしている集落では､
米を作るよりも高い収入を実現している｡ ②山間集落などでは地理的条件によって農地再
生が難しく､営農の存続自体が厳しい集落では､農業の縮小傾向がみられ､また集落独自
では課題解決が困難な集落がある｡ ③土地区画整備がなされ営農条件が良好なことから農
地流動化が進み､園芸作物を導入するなど特色ある営農を展開して経営が安定している集
落においても､生産から出荷までのシステムが整備がなされていないと担い手の確保が難
しい｡ ④集落全体で農地保全に取り組むことで､担い手に農地を集積させようとしている
集落では､土地利用型農業の経営は担い手が､軽量野菜など園芸作物の生産は女性や高齢
者が行うなど集落営農を見据えたモデル的集落が形成されている｡しかしここでも農地が
区画整理されておらず集積された農地の利活用に課題が残るという問題がみられる｡この
ように最上町においても集落ごとに様々な課題があることが明らかとなった｡
【結論】
農地利用と担い手問題は､集落によって土地条件や営農条件で大きな違いがあり､課題
も様々である｡課題解決のためには､集落の課題を整理し集落ごとにきめ細やかな対応が
必要である｡
-122-
